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シンポジウム報告








　13：00 ～ 13：10 塚原 史（會津八一記念博物館館長）
【基調講演 １】
　13：10 ～ 13：50 富田 万里子
【基調報告 ２】
　14：05 ～ 15：00 植松 有希（板橋区立美術館）


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ゴ ル テ ル
爾徳兒.著.宇田川玄隨.譯
宇田川玄随自筆本文庫8Ｂ17
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0017/bunko08_b0017_p0003.jpg
医範提鋼内象銅板図／.宇田川榛齋.［編］.;.藤井方亭,亞欧堂鐫
［津山］.:.風雲堂、文化５［1808］文庫８.Ｂ23
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0023/bunko08_b0023_p0002.jpg
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0023/bunko08_b0023_p0017.jpg
舎密開宗.［書写資料］．内篇／［賢理］.［原著］.;.宇田川榕菴.重譯増註
天保11［1840］自筆　文庫８.Ｂ28
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0028/bunko08_b0028_p0006.jpg
Henry,.D..William
Chemie,.voor,.beginnende.liefhebbers.of.aanleiding.舎密開宗オランダ語訳原本
榕菴手沢本　文庫８.Ｂ225
貮人猟師乳汁賣娘.［書写資料］／.Lynslager,P.P.［原著］.;.觀自在菩薩樓.うつす
自筆写本　文庫 08.Ｂ0049
http://.archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0049/bunko08_b0049_0001/bunko08_
b0049_0001_p0004.jpg
http://.archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0049/bunko08_b0049_0002/bunko08_
b0049_0002_p0004.jpg
http://.archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0049/bunko08_b0049_0002/bunko08_
b0049_0002_p0006.jpg
石川大浪天童図　洋学者小色紙の内　文庫８.Ｂ141
http://.archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0141/bunko08_b0141_0005/bunko08_
b0141_0005_p0001.jpg
川上東涯蝦蟇図　洋学者小色紙の内　文庫 8.Ｂ141
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早稲田大学図書館所蔵洋学関係資料：「洋学文庫」を中心に
http://.archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0141/bunko08_b0141_0007/bunko08_
b0141_0007_p0001.jpg
司馬江漢富嶽図.［書写資料］／江漢馬峻.自筆.寛政元［1789］文庫８.Ｂ147
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_b0147/bunko08_b0147_p0001.jpg
Ｃ：勝俣銓吉郎旧蔵書　約1,380点
勝俣銓吉郎：英語学者。明治５年（1872）11月18日、神奈川県足柄下郡に生る。横浜で英語を学び、同30年
ジャパン・タイムズ社創立と同時に入社して、翌年の『英語青年』創刊に参加。明治39年早稲田大学講師、つい
で教授。
昭和18年定年退職。同34年９月22日逝去、享年86歳。
『英語青年vol.105,.no.12』の福原麟太郎らの追悼記事のなかで、.“勝俣先生について忘れられないのは、先生み
ずから話された、かくれて本を書く話である。…大正初めとか明治の終とかのころは、英学の珍書も安くて、五
銭十銭であったらしい。昭和になってから人が集め出すと、先生は、昔の値段を知っているとばかばかしくて買
えませんよと言っておられた。しかし時には、それでも買いたい本が出てくる。先生は早稲田で月給を貰うとす
ぐ本屋へ行って買ってしまう。奥さんがやかましい。そこで先生は一策を案じた。本を買って来てわが家に近づ
くと、そっとその紙包をわが家の庭の生垣の下へ外から押込むのである。そしらぬ顔をして玄関へ入る。…夫人
の隙をうかがって、庭へ下り、生垣の下を探って、本の包を取込む。収納無事完了ということとなる。”との回
想や、薩摩辞書を月給より余程大きな額（四百円）で手に入れ、”どうせ金なんてものは他人のものですから、
私達は何を買っても同じことです“と平然していた、とか、”どうも本を買うのは後に証拠が残るから損ですよ
“といった、話が記されている。
同号に掲載された、遺稿「英学史話」によれば、英学の源泉を遡って行くと安政時代から蘭学がからみ、そこ
で、蘭学を調べて行くと、江戸初期のキリシタン時代まで逆行するといった具合に、史的価値のある古物も収集
の幅が広がったようである。多年に亘り、関係記事の収集、文物収集、聞取り調査を行ったわけであるが、自身
のコレクションについては、“古刊英語研究書の蒐集であるが、これも三四十年の努力でどうにかコレクション
らしいものが出来た。大したものではないがこれ丈まとまっているものは日本に現存しているものは他にあるか
ないかであろう”と記している。
勝俣旧蔵本は、語学関係に特徴があり、蘭語、英語、仏語、独後、露語に及ぶ。とりわけ、英学関係は、
明治初期刊行物も含めて国内有数のコレクションと言える。（『横浜方言集』ホモコ僧正ともホフマン・アト
キンソンともいわれるは、本コレクションをしても収蔵していない）
また、和洋ともに、宇田川旧蔵書が極めて多い点と、西洋文物・挿絵の模写資料や、洋風画、果ては、外
国人による日本絵画風の絵、器物に至るまで、広範囲に洋学資料を渉猟した一大コレクションといえる。
顕微鏡　シ－ボルト所贈　榕菴使用　文庫８ Ｃ1425
http://www.wul.waseda.ac.jp/TENJI/virtual/kenbikyo/
南蛮美人図.［書写資料］／諧齋.［画］文庫８ Ｃ979
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會津八一記念博物館　研究紀要　第19号
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_c0979/bunko08_c0979_p0001.jpg
Ｄ：一般図書［岡村・勝俣・山岸氏旧蔵普通本］ 530点
Ｅ：諸家旧蔵書　264点
岡家旧蔵書.（28点）
　挿絵画家岡落葉旧蔵資料で、点数こそ少ないが、吉雄権之助の塾生となり、シーボルトに師事し、岩国藩
藩医として召し抱えられた岡泰安（1796-1858）・研介（1799-1839）兄弟関連の家伝資料であり、貴重なも
の。豪放磊落な泰安は、同門の高野長英と、和蘭語が抜群なシーボルト高弟研介は、玄沢門人の斎藤方策と
意気投合した。『高野長英蘭文書簡：岡泰安宛』ほか。
シーボルト医学証明書.岡泰安宛／ Fr..von.Siebold.［筆］1827　文庫８.Ｅ21
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_e0021/bunko08_e0021_p0001.jpg
秋山義方氏旧蔵書（９点）
　八王子千人同心であった義方（1779-1857ギホウ.or.よしまさ）は、玄沢の弟子湊長安の弟子の眼科医であ
り、高野長英が天保４年（1833）秋山宅に寄宿するなど、親交を結んだ。地元八王子で初めて種痘を施すな
ど地域医療に貢献があった。『高野長英書簡：秋山義方宛』原本等長英関係資料を含む。
Reglement.op.de.exercitien.en.manoeuvres.voor.infanterie　高野長英写本
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_e0165/bunko08_e0165_p0004.jpg
山岸光宣氏旧蔵書（97点）
　本学独文科を育てたドイツ文学者山岸光宣（みつのぶ　1879-1943）旧蔵書の内、幕末～明治初期の和洋
のドイツ語学関係資料。
池田良輔氏旧蔵書（54点）
　大阪天満出身の池田良輔（りょうすけ　1816-1894）は、大塩に漢学を学び、適塾で緒方洪庵に師事する。
洪庵の口添えで和歌山藩に仕官し、藩校で洋学を講じた。後に、慶応義塾に入社し、英語学等を講じた。
Ｆ・Ｇ・Ｈ：追加［単体購入、または単体で寄贈されたもの］53点
佐竹曙山蘭図　文庫８.Ｈ1
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_h0001/bunko08_h0001_p0001.jpg
長崎阿蘭陀屋敷絵巻　文庫８.Ｈ7
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_h0007/bunko08_h0007_p0002.jpg
Ｊ：桂川今泉文庫［桂川家伝来今泉家旧蔵書］（585点）
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早稲田大学図書館所蔵洋学関係資料：「洋学文庫」を中心に
幕府奥医師の桂川家代々の関係資料。江戸蘭学の中枢にあったため、極めて貴重な資料群である。幕府崩壊と
ともに、桂川家資料の多くは、７代国興の娘みね（今泉利春に嫁ぐ）に受け継がれた。
初代：甫筑（邦教　くにみち　1661-1747）
２代：甫筑（国華　くにてる　1697-1781）初名は、甫三で、1747年（延享４）甫筑に改名。
３代：甫三（国訓　くにのり　1730-1783）は、初名を甫謙・甫三といい、釣月と号す。
４代：甫周（国瑞　くにあきら　1751-1809）は、初名を甫謙、甫安といい、月池・公鑑と号す。
『北槎聞略附録図』国瑞自筆文庫８.Ｊ21
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_j0021/
森嶋中良（桂川甫齋　通称甫粲　1754-1810）：４代甫周の弟。
５代：甫筑（国宝　くにとみ　1767-1827）は、初名を甫謙・甫周。
６代：甫賢（国寧　くにやす　1797-1844）は、初名を甫安。
蘭字名刺　７枚の内　文庫８.Ｊ141
Wilhelmus.Botanicus.［桂川甫賢］
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_j0141/bunko08_j0141_p0002.jpg
Fredrik.Hendrik.［奥平昌高］
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/bunko08/bunko08_j0141/bunko08_j0141_p0008.jpg
７代：甫周（国興　くにおき　1826-1881）
桂川甫策（国幹　くにもと　1839-1890）国興に男子が無かったため、甫策を８代としたとされる。
